
みなみ魚沼
自然・人・産業の和で築く安心のまち

報市

２０２３
［令和５年］

7月1日号
No.２２４

●学校で進むＩＣＴ活用�������� 2
●令和5年度 夏祭り交通規制���� 6

●各課からのお知らせ���������� 8
●市長の一言日記������������� 24

おもな内容

ＩＣＴ活用で
ワクワクいっぱい！



六日町小学校の授業の様子

　市内の学校で、電子黒板やダブレット端末などの学習用ICT機器が導入され、
3年目となりました。GIGAスクール構想や学校での活用事例を紹介します。

【問合せ】‌�
　学校教育課‌
　☎773・6700

特集 学校で進むＩＣＴ活用

 市内の学校でのGIGAスクール構想の実現に向けた取り組み 
GIGAスクール構想とは
　文部科学省が推進する、義務教育を受ける児童生徒のために、1人1台の学習用ICT端末と高速ネット
ワーク環境などを整備する計画のことです。

× ＝これまでの
教育実践の蓄積 ＩＣＴ

・学習活動の一層の充実　　　
・�主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業改善

� 参考：文部科学省「（リーフレット）GIGA スクール構想の実現へ」

　市内の各学校でも、これまでの教育実践の蓄積に加え、学習用ICT機器を活用した新しい授業スタイル
で児童生徒の学びを深めています。学習支援ソフト・英語のデジタル教科書の活用や、課題の提出・家庭学
習での活用、授業の中で写真や動画の撮影を行うなど工夫しています。
　また、インターネットの危険性やタブレット端末の使用ルールなどを指導し、安全・安心に活用できるよ
う情報モラル教育に取り組んでいます。

　ICTの活用で、学び方が大きく変わってきました。市内の小中学生は、1人1台の
タブレット端末をもち、新しいスタイルの学習に取り組んでいます。端末を使って全
員が意見を発表し電子黒板で共有するなど、協働的に学ぶ授業が展開されています。
学校の授業だけでありません。家に持ち帰り、家庭学習に使うこともあります。先生
たちは、電子黒板を駆使して、子どもたちが生き生きと学習できるようにさまざまな
工夫を続けています。
　タブレット端末は、誰もが取り残されることなく、1人ひとりの学びを深めるため
の学習道具です。これからもタブレット端末や電子黒板を活用した教育を推進して、
子どもたちの学ぶ意欲を高めていきます。今後の発展にご注目ください。

南魚沼市教育委員会
教育長�岡村 秀康
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電子黒板で視覚的に説明

生活ノートの記入例

 市内の学校ではこんな活用をしています ～大和中学校～ 

授業以外の活用
　生徒集会や部活動などでタブレット端末を活用しています。また、家
に持ち帰り家庭学習で使うほか、生活ノートとしても活用しています。
　学校を休んだ時でも、学校からの連絡や学習課題をタブレット端末に
送るなどの対応が可能です。デジタル化を進めることで、業務の効率化
を図ることができます。

 先生・生徒に聞いてみました！ 

　ICT機器の導入で、生徒間での意見の情報共有を短時間で行え
るようになりました。生徒が多様な考えに触れることで、自分の考
えを深められ、主体的・対話的な深い学びの実現に繋がっています。
また、調べ学習のしやすさ、板書記録での活用などで、学習意欲が
高まった生徒も多いです。
　今後も各教科の特性に合わせて使用方法・場面を工夫し、生徒に
とって最適な学びを実現できるように有効活用していきたいと考え
ています。

大和中学校
伊藤 淳貴 先生、山田 幸平 先生

　タブレット端末を使用して
感じたのは授業の変化です。
例えば総合の時間。職場体験
などの学びをタブレット端末
にまとめ、学年でプレゼン
テーションをしました。将来、
人前での自己表現が大事な力
になると思うのでとても良い
経験になりました。これから
タブレット端末を利用した新
たな授業が楽しみです。

　電子黒板やタブレット端末
が導入されてから、授業でア
プリを使った問題練習やプレ
ゼンテーションを使った発表
ができるようになり、便利に
なったと感じています。
　また、家庭学習では授業時
の黒板に書かれた画像を見な
がら復習ができ、どこでも勉
強できるようになったと感じ
ました。

大和中学校3年
藤島 怜美さん

大和中学校2年
丸山 友文さん

タブレット端末を使用した
グループワーク

電子黒板とタブレット端末で
情報共有

 今後の取り組み 
　令和5年度に、すべての普通教室と必要な特別教室に電子黒板を整備します。夏休み中に整備し、2
学期から活用できるように準備を進めています。
　ハード面の整備だけでなく、効果的なアプリの導入や先生たちが授業で活用するための研修など、ソ
フト面の整備や体制の充実も図っていきます。
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8月1日㈫から使用する国民健康保険・
後期高齢者医療制度の保険証を送付します

� 【問合せ】市民課 国保年金係　☎773・6661

　保険証の記載内容を確認し、大切に保管してください。7月31日㈪までに届かない場合や、記載内容に
誤りがある場合は、市民課 国保年金係にご連絡ください。

保険証の送付方法
　保険証の送付は普通郵便で行っていますが、希望する人には簡易書留郵便で送付します。希望者は、
下記の窓口にお申し込みください。申請書は窓口に用意してあります。（市ウェブサイトからダウン
ロード可）
窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター　　締切り　7月10日㈪
対象　国民健康保険・後期高齢者医療制度
注意事項　・電話での受付はできません。窓口か郵送でお申し込みください。
　　　　　・�簡易書留郵便は、受け取りの際に受領印が必要です。不在などが続き、郵便局での保管期

間が過ぎると市役所に返送されます。

・�7月下旬に世帯分をまとめて、世帯主あてに普通
郵便で送付します。
・�すでに社会保険などに加入している人は、国民健
康保険をやめる手続きをしてください。
職場を退職し、社会保険などに加入していない人
は、国民健康保険に加入する手続きをしてくださ
い。
窓口　市民課 国保年金係
　　　大和・塩沢市民センター
・�70歳～74歳の人は、保険証に「高齢者受給者証
一部負担割合」が表示されています。

・�7月下旬に、対象者あてに普通郵便で送付します。
・�「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額
適用認定証」がすでに交付されている人には、8
月から使用する新しい認定証を7月下旬に送付し
ます。

・�後期高齢者医療制度の対象者は、75歳以上か65
歳～74歳までの一定の障がいがある人です。

後期高齢者医療制度に加入のみなさん国民健康保険に加入のみなさん

新しい保険証は 空色  です 新しい保険証は ベージュ色  です

見本
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後期高齢者医療制度
� 【問合せ】市民課 国保年金係　☎773・6661

納付方法の変更
　年金天引きから口座振替に変更することができます。
　納付方法を変更する場合は、市民課と金融機関の両方で手続きが必要です。詳しくは、市民課 国保
年金係にお問い合わせください。
手続きに必要なもの　振替口座の情報（口座番号など）、通帳の届出印、保険証
※�家族の口座からの振替にすると、社会保険料控除は実際に負担をした口座の名義人に適用されます。
このため、世帯全体の所得税や市・県民税額に影響する場合があります。ご注意ください

保険証の自己負担割合
　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前
年度所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定し
ます。7月下旬に送付する新しい保険証に記載され
ている自己負担割合は、8月1日㈫から1年間適用
されます。
3割負担（現役並み所得者）となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、
市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合
※�市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる
場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満で
あれば、2割か、1割負担となります

2割負担となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、
市・県民税課税所得が28万円以上の人がいる場合
※�市・県民税課税所得が28万円以上の人がいる場
合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であ
れば、1割負担となります

1割負担となる人
　「3割負担（現役並み所得者）となる人」と「2
割負担となる人」以外の人

令和5年度の保険料と納付方法
　7月中旬に、年間保険料額の通知書を送付します
ので、ご確認ください。
　保険料の納付方法は、「特別徴収（年金天引き）」
「普通徴収（納付書か口座振替）」「最初は普通徴収
で10月から特別徴収に切り替わる場合」の3通りです。
特別徴収（年金から天引きで納める方法）
　年金支給月（4・6・8・10・12・令和6年2月）
に年金から天引きとなります。
　10月～令和6年2月の納付額は、確定した年間
保険料から、4月～8月の納付額を差し引いた残額
を納めていただきます。
普通徴収（7月から納付書か口座振替で納める方法）
　年間保険料額を、年9回（7月～令和6年3月）
に分けて納めていただきます。
　月々の保険料額は、通知書に記載されています。
※�年度途中で、納付方法が納付書や口座振替から
年金天引きに変わる人がいます。その場合、年間
保険料から、納付書や口座振替による納付済額を
差し引いた残額を納めていただきます。年間保険
料は変わりません

保険料の決まり方（100円未満切り捨て）

均等割額
+

所得割額
=

年間保険料額

40,400円 （前年中の総所得金額－基礎控除額33万円）×7.84％ （限度額66万円）

※基礎控除額は所得に応じて変動（43万円、29万円、15万円、0円）します
保険料の軽減制度（申請手続きは不要です）
令和4年中の所得の状況に応じた軽減
　保険料の均等割額が世帯の所得状況に応じて、7割、5割、2割軽減されます。
制度加入の前日に会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者であった人への軽減
　「均等割額」は制度加入月から2年間のみ5割軽減されます。「所得割額」はかかりません。（市町村
国保、国保組合などは対象外です） 
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塩沢まつり（住吉神社例大祭）
期間　7月14日㈮～16日㈰　　会場　塩沢地区内�【問合せ】商工観光課 商工振興班　☎773・6665

令和5年度 夏祭り開催に伴う交通規制にご協力ください

浦佐夏祭り（白山神社例大祭）
期間　7月15日㈯～17日（月・祝）　　会場　浦佐地区内� 【問合せ】大和観光協会　☎777・3054

行事予定表

※行事は天候により遅れる場合や、中止する場合があります。詳しくは、お問い合わせください

7月14日㈮ 7月15日㈯ 7月16日㈰

15：00～ 子ども樽みこし
16：00～ 青年樽みこし
16：30～ 踊り屋台
18：00～ 宵祭り神事
20：30～ ‌�青年樽みこしパフォーマンス

6：00～ 神楽
8：30～ 遷座祭・本祭り神事
10：00～ 御神輿渡御
15：30～ 還納祭
18：00～ ‌�演芸大会�

（勤労者体育センター）

19：45～ 大花火大会

※�行事は天候により遅れる場
合や、中止する場合があり
ます

行事予定表

牧之通り
〒

歩行者専用
7月14日㈮ 12：00～
7月15日㈯ 23：00
露店出店位置

至六日町至湯沢町

至越後湯沢駅 至六日町駅

塩沢庁舎 

祭
典
本
部

住吉神社 

商工会 勤労者
体育センター

塩沢
小学校

小島
電設

塩沢
公民館

鈴木牧之記念館

WC

WC

WC

■P

■P

■P

■P
■P

■P

第
四
北
越
銀
行

塩沢駅 

ふれあい広場
露店商用

17

7月15日㈯ 7月16日㈰ 7月17日（月・祝）

例大祭、神幸祭、浦安の舞、
花火など

神幸祭神事、神輿渡御、鼓笛隊
など 奉賓祭神事、浦安の舞など

交通規制図
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問問合せ　申申込み　日日時　　期期間
時時間　　会会場　　対対象　　資資格
定定員　　費費用　　〆締切　　内内容
講講師　　相相談員　持持ち物　他その他

Ｆファックス　　 メール

お知らせ
催
し
・
講
座
・
募
集�

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

　

高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労

に
悩
む
若
者
を
家
族
と
し
て
ど
う

理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
や

家
族
支
援
を
研
究
し
て
い
る
斎
藤

ま
さ
子
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

日
７
月
２９
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者
の
家
族

申�

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

内�

少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど

か
ら
始
め
、
少
し
で
も
楽
な
気

持
ち
で
人
と
話
が
で
き
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

日
７
月
２０
日
㈭
（
第
３
木
曜
日
）

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者

申�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
７
月
１４
日
㈮

問
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

�

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
・
入
校
生
募
集

Ｉ
Ｔ
基
礎
講
座
（
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
）

対�

企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
た
い

人
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
担
当

に
な
っ
た
人
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
や
っ
て
み
た
い
人

期
７
月
２７
日
㈭
・
２８
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会�

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
１０
人

費
４
，７
０
０
円

〆
７
月
１８
日
㈫

申�

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

事
務
応
用
科
１
期

対�
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
や
簿

記
を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る

人
期
８
月
２３
日
㈬
～
１２
月
２２
日
㈮

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会�

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

〔
十
日
町
市
高
田
町
６

－

６
９

１

－

１
〕

定
１５
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

〆
７
月
２８
日
㈮

申�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

問
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
室

�

☎
７
８
２
・
０
２
６
３

「
ご
み
の
学
習
」
講
座

　
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
向

け
た
「
ご
み
の
学
習
」
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
だ
れ
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
。

内�・
南
魚
沼
市
の
ご
み
の
現
状

・
ご
み
処
理
施
設
の
現
状

・
ご
み
減
量
の
取
組
み
事
例

・
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
計
画

日
７
月
２２
日
㈯　

　
午
前
１０
時
～
正
午

会�

大
和
公
民
館 

大
会
議
室

申�

不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

７
月
は
「
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
」
月
間
で
す

　
病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ

る
輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意

に
よ
る
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
化
や
２０
代
・
３０
代

の
献
血
離
れ
に
よ
り
若
い
人
の
献

血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
内
の
献
血
ル
ー
ム

受�

付　
毎
日
（
１２
月
３１
日
、
１
月

１
日
を
除
く
）

時
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

・�

献
血
ル
ー
ム
ば
ん
だ
い
ゆ
と
り

ろ
〔
新
潟
市
中
央
区
万
代
〕

☎
０
２
５
・
２
４
０
・
５
５
０
０

☎�

０
１
２
０
・
８
６
９
・
９
５
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・�

献
血
ル
ー
ム
千
秋

　
〔
長
岡
市
千
秋
〕

☎
０
２
５
８
・
２
９
・
２
３
５
０

☎�

０
１
２
０
・
０
５
６
・
３
３
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

市
内
で
の
献
血

　
毎
月
、
市
報
で
日
時
や
場
所
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
献
血
日
程

日
７
月
２３
日
㈰

時�

午
前
１０
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会�

イ
オ
ン
六
日
町
店

他
Ｑ
Ｒ
か
ら

　
事
前
に
予
約
可

�

※�

市
内
で
の
献
血
は
、
全
血
４
０

０
㎖
献
血
。
日
程
や
会
場
は
、

変
更
す
る
場
合
あ
り
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問
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
八
色
園

　
（
担
当
：
松
田
、
髙
野
）

�

☎
７
７
７
・
３
８
１
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

八
色
園 

職
員
募
集

職
種
（
募
集
人
数
）

　
介
護
職
員　
１
人

受
験
資
格
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
し
、

福
祉
と
介
護
に
高
い
関
心
を
持

つ
人

・�

昭
和
５３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

・�

地
方
公
務
員
と
し
て
の
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
人

１
次
試
験　
８
月
８
日
㈫

会�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

１
階 

会
議
室
〔
浦
佐
〕

試
験
科
目

１
次
試
験　
筆
記
・
作
文

２�

次
試
験　
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
、
面
接
を
実
施
（
９
月
上

旬
予
定
）

合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
否
結
果
を
９
月
中
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
採
用
者
は
、
最
終
合

格
者
の
中
か
ら
決
定
す
る
も
の
で
、

令
和
６
年
４
月
１
日
を
採
用
日
と

し
ま
す
。

受�

験
手
続
き　
受
験
申
込
書
、
履

歴
書
（
八
色
園
事
務
室
に
請
求

す
る
か
、
八
色
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
記

入
し
、
写
真
２
枚
（
１
枚
を
申

請
書
に
貼
付
）
を
添
え
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

申
込
み
受
付

　
７
月
１
日
㈯
～
２０
日
㈭

他・�

試
験
要
項
は
八
色
園
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

・�

受
験
申
込
書
、
履
歴
書
の
郵
送

希
望
者
は
１
２
０
円
切
手
を
貼

り
、
宛
名
を
明
記
し
た
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
封
筒
を
同
封
し
、
ご
請

求
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

山
岳
遭
難
救
助
隊
員
募
集

　
南
魚
沼
市
山
岳
遭
難
救
助
隊
は
、

八
海
山
・
中
ノ
岳
・
裏
巻
機
・
大

倉
・
大
崎
・
荒
山
・
巻
機
山
救
助

隊
の
７
隊
で
編
成
さ
れ
、
日
常
的

な
登
山
道
整
備
活
動
や
山
岳
遭
難

発
生
時
の
救
助
活
動
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
報
償
費
支
払

い
・
保
険
加
入
あ
り
）

　
随
時
、
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
山
が
好
き
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 実施期間 曜日 時間

1級電気工事施工管理技士受験対策（二次） 8/22～10/10（全15回） 火・金 19：30～21：30
2級土木施工管理技士受験対策（一次） 8/25～ 9/26（全10回） 火・金

18：30～21：30
パソコン　エクセル応用 8/ 7～ 8/23（全 6回） 月・水
パソコン　パワーポイント基礎 8/29～ 9/15（全 6回） 火・金
簿記2級 8/ 2～11/17（全35回） 月・水・金
宅地建物取引士 8/16～10/11（全 9回） 水

セミナーコース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 実施期間 曜日 時間

アサーション研修 8/5（全1回） 土 9：00～15：00
技能講習・特別教育・安全衛生教育

コース名 実施日 曜日 問・申

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 8/4 金 キャタピラー教習所株式会社
　新潟教習センター
　☎025・232・7611フルハーネス墜落制止用器具特別教育 8/25 金

車両系建設機械（整地等）運転技能講習（14時間） 8/21、22 月・火 株式会社 東新重工　亀田講習センター
　☎025・383・0620
　Ｆ 025・381・7714

酸素欠乏危険作業（第二種）特別教育 8/24 木
高所作業車運転技能講習 8/30、31 水・木
※�事前申し込みが必要。申込者が少数
の時は、開講できない場合あり 　受講料や申し込み方法など、詳しくは�

ＱＲから確認するかお問い合わせください

� 問・申魚沼サンティックスクール
� ☎772・4554　Ｆ778・11588月訓練コース 受講生募集
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問
・
申
六
日
町
商
工
会

�
☎
７
７
２
・
２
５
９
０

兼
続
公
ま
つ
り
大
煙
火
大
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
兼
続
公
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る

大
煙
火
大
会
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
花
火
の
打
ち

上
げ
後
は
多
く
の
花
火
殻
が
落
下

し
、
道
路
上
や
公
園
内
は
早
め
の

後
片
付
け
が
必
要
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
１
回
目
：
７
月
１９
日
㈬

　
　
午
後
９
時
１５
分
～

　
２
回
目
：
７
月
２０
日
㈭

　
　
午
前
６
時
３０
分
～　

会�

ふ
れ
あ
い
支
援
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
美
佐
島
ト
ン
ネ
ル
側
）

※�

各
回
と
も
に
１
時
間
～
１
時
間

半
程
度
で
す
。
ど
ち
ら
か
だ
け

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
事
前

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

問
・
申
消
防
本
部 

警
防
課

　
救
急
係

�

☎
７
８
２
・
５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
応
急

手
当
の
講
習
で
す
。
初
め
て
の
人

も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
８
月
１９
日
㈯　

　
午
前
９
時
～
正
午

会�

南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
２０
人
程
度

費
無
料

〆
８
月
１２
日
㈯

他
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。

※�

状
況
に
応
じ
て
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
拉
致
問
題
の
概
要
や
県
の
取
り

組
み
の
紹
介
、
ア
ニ
メ�「
め
ぐ
み
」

の
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日�

８
月
１９
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
１５
分

　
（
開
場
：
午
後
１
時
３０
分
～
）

会�

南
魚
沼
市
図
書
館 

多
目
的
室

対
小
学
生
以
上
の
市
民

費
無
料

定
４５
人
（
先
着
順
）

応�

募
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ｆ
７
７
３
・
２
１
１
０

shim
in@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

〆
８
月
４
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す

問
・
申
国
際
大
学
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
推
進
・
地
域

連
携
室

�

☎
７
７
９
・
１
４
５
９

第
７
回

Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

　
Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ
は
、

国
際
大
学
の
教
員
が
専
門
分
野
の

中
か
ら
時
事
を
取
り
上
げ
、
対
話

を
通
じ
て
国
際
大
学
を
よ
り
知
る

た
め
の
交
流
の
場
で
す
。
月
１
回

の
開
催
で
、
全
１０
回
実
施
予
定
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
７
回
テ
ー
マ

　
「
習
近
平
の
覇
権
戦
略
：
中
国

共
産
党
が
め
ざ
す
『
人
類
運
命
共

同
体
』
計
画
」（
信
田 

智
人
教
授
）

日�

７
月
１５
日
㈯

午
後
３
時
～
４
時
３０
分

（
開
場
：
午
後
２
時
３０
分
）

会�

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ

－

Ｂ
Ａ

　
〔
Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅
東
口
１
階
〕

申�

電
話
か
Ｑ
Ｒ
か

ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

南魚沼市民会館 開館35周年記念「宝くじふるさとワクワク劇場」
公開オーディション参加者募集
問社会教育課 文化振興係　☎773・3756　Ｆ772・8161
　市民会館　☎773・5500

　9月10日㈰に開催する「宝くじふるさとワクワク劇場」の出演者（一般枠）を決める、公開オー
ディションを行います。吉本新喜劇のメンバーと一緒に舞台に立てる貴重な機会です。年齢や性別な
どの制限は一切ありません。たくさんの参加をお待ちしています。
日 8月6日㈰　午後2時～

結果発表　午後4時（会場で発表）
会市民会館 多目的ホール
申 �必要事項を記載し、QRの申込
みフォームか、FAXでお申し
込みください。

必要事項
①住所、②氏名（フリガナ）、③性別
④年齢、⑤電話番号、⑥メールアドレス

〆 7月28日㈮
他�「宝くじふるさとワクワク劇場」のチケット
は好評発売中です。
詳しくは、市
民会館ウェブ
サイトをご覧
ください。

市民会館ウェブサイト
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問
下
水
道
課 
下
水
道
業
務
係

�

☎
７
７
４
・
２
７
４
０

　
公
益
財
団
法
人

　
　
新
潟
県
下
水
道
公
社

�

☎
０
２
５
・
２
７
１
・
１
１
５
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
と

受
験
講
習
会

受
験
資
格
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①�

土
木
・
建
築
関
係
な
ど
の
専
門

課
程
を
卒
業

②�

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が

あ
り
、
実
務
経
験
が
１
年
以
上

あ
る

受
付
期
間　
７
月
２１
日
㈮
ま
で

受�

付
窓
口　
下
水
道
課
、
市
民
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
込
書
は
各
受
付
窓
口
で
配
布

認
定
試
験

日
１１
月
１９
日
㈰

会
長�

岡
会
場
：
み
し
ま
会
館

　
　
〔
長
岡
市
上
岩
井
〕

　
新
潟
会
場
：
新
潟
県
建
設
会
館

　
　
〔
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
〕

受
験
料　
３
，５
０
０
円

受
験
講
習
（
任
意
参
加
）

日
９
月
２１
日
㈭

会
長
岡
会
場
：
ハ
イ
ブ
長
岡

　
　
〔
長
岡
市
千
秋
〕

日
９
月
２２
日
㈮

会
新
潟
会
場
：
新
潟
県
建
設
会
館

　
　
〔
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
〕

受
講
料　
５
，５
０
０
円

※�

テ
キ
ス
ト
購
入
希
望
者
は
、
別

途
２
，０
０
０
円

問
・
申
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部 

長
岡
出
張
所

�
☎
０
２
５
８
・
３
３
・
０
２
５
６

令
和
５
年
度

自
衛
官
採
用
試
験
の
案
内

　
受
験
資
格
：
①
、
受
付
期
間
：

②
、
１
次
試
験
日
：
③
の
順
に
掲

載
（
１
次
試
験
以
降
の
日
程
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

防
衛
大
学
校

①�

推
薦

　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を

含
む
）
の
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

で
高
等
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

総
合
選
抜
・
一
般

　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を

含
む
）
で
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

②
推
薦
・
総
合
選
抜

　
　
９
月
５
日
㈫
～
８
日
㈮

一
般

　
７
月
１
日
㈯
～
１０
月
１８
日
㈬

③
推
薦
９
月
１６
日
㈯
・
１７
日
㈰

総
合
選
抜
９
月
１６
日
㈯

一
般
１０
月
２８
日
㈯

防
衛
医
科
大
学
（
医
学
科
）　

①�

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年
次

修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で

２１
歳
未
満

②
７
月
１
日
㈯
～
１０
月
１１
日
㈬

③
１０
月
２１
日
㈯

防
衛
医
科
大
学
（
看
護
科
）

①�

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年
次

修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
）
で

２１
歳
未
満

②
７
月
１
日
㈯
～
１０
月
４
日
㈬

③
１０
月
１４
日
㈯

航
空
学
生

①�

海
上
自
衛
隊

　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を

含
む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年

次
修
了
者
で
２３
歳
未
満

航
空
自
衛
隊

　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を

含
む
）
か
高
等
専
門
学
校
３
年

次
修
了
者
で
２１
歳
未
満

②
７
月
１
日
㈯
～
９
月
７
日
㈭

③
９
月
１８
日（
月
・
祝
）

一
般
曹
候
補
生

①
１８
歳
～
３３
歳
未
満

②
７
月
１
日
㈯
～
９
月
５
日
㈫

③
９
月
１５
日
㈮
～
２４
日
㈰

　
（
い
ず
れ
か
１
日
）

自
衛
官
候
補
生

①
１８
歳
～
３３
歳
未
満

②
年
間
を
通
じ
て
受
付

③
受
付
時
に
お
知
ら
せ

問
・
申
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー 

料
理
教
室

メ
ニ
ュ
ー

・
夏
野
菜
の
肉
詰
め
３
種

・�

切
り
干
し
き
ゅ
う
り
の
き
ん
ぴ
ら

・
ポ
テ
ド
ー
ナ
ツ

日
７
月
２８
日
㈮

午
前
の
部
：
午
前
１０
時
～
正
午

午�

後
の
部
：
午
後
１
時
３０
分
～

午
後
３
時
３０
分

会
塩
沢
公
民
館 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
各
部
１５
人
（
先
着
順
）

費
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
宮
田 

悠
さ
ん

持�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
容
器
（
４
人
分
程
度
）、
筆

記
用
具

※�

持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
期
間

７
月
５
日
㈬
～
１９
日
㈬

問
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３
・
３
７
５
６

第
５５
回
記
念
南
魚
展
作
品
募
集

　
９
月
に
開
催
す
る
南
魚
展
（
南

魚
沼
美
術
展
覧
会
）
の
作
品
を
公

募
し
ま
す
。

作
品
の
受
付
・
搬
入

９
月
１３
日
㈬

　
午
後
４
時
～
７
時
３０
分

９
月
１４
日
㈭

　
午
前
９
時
～
１１
時

作
品
の
展
示

　
９
月
１５
日
㈮
～
１８
日（
月
・
祝
）

会
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

部
門絵

画
、
彫
刻
、
書
道
、
写
真

出
品
料　

１
点�

２
，０
０
０
円

２
点�

３
，０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
、
２
点
以
内

�

５
０
０
円

無
鑑
査�

１
，０
０
０
円

審
査
員

・
絵
画　
田
中 

守

・
彫
刻　
本
間 

公
司

・
書
道　
狩
野 

芳
明

・
写
真　
中
條 

均
紀

入�

賞
　
入
選
作
品
で
優
秀
な
も
の
に
は

南
魚
展
賞
、
南
魚
沼
市
長
賞
、
湯

沢
町
長
賞
、
南
魚
展
後
援
会
長
賞
、

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
、
記
念
賞
、

奨
励
賞
、
佳
作
を
授
与

※�

詳
し
く
は
、
各
庁
舎
か
公
民
館

に
あ
る
「
第
５５
回
記
念
南
魚
沼

美
術
展
覧
会
出
品
規
定
」（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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問
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３
・
３
７
５
６

水
島
あ
や
め

生
誕
１
２
０
周
年
記
念

映
画
上
映
会
・
講
演
会

　

当
市
出
身
の
水
島
あ
や
め
は
、

昭
和
初
期
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の

黄
金
期
に
活
躍
し
た
日
本
で
最
初

の
女
性
映
画
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー

で
す
。
生
誕
１
２
０
周
年
と
な
る

こ
と
を
記
念
し
、
水
島
脚
本
の
無

声
映
画
を
活
弁
・
生
演
奏
と
と
も

に
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
講

演
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
７
月
１６
日
㈰　
午
後
２
時
～

　
（
開
場
：
午
後
１
時
３０
分
～
）

会
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

費
無
料

上
映
作
品

・「
親
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）」

・「
美
し
き
愛
」

講
演
会
講
師

・
映
画
評
論
家�

村
川 

英
氏

・
蒲
田
映
画
祭
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

�

岡 

茂
光
氏

問
秘
書
広
報
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
５
８

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
４０
周
年

セ
ル
デ
ン
町 

訪ほ
う

墺お
う

団
募
集

　
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
の
訪

問
団
を
募
集
し
ま
す
。

訪
問
先

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国 

チ
ロ

ル
州 

セ
ル
デ
ン
町
・
ウ
ィ
ー
ン

ほ
か

訪
問
期
間

　
１１
月
１２
日
㈰
～
２２
日
㈬

　
（
９
泊
１１
日
）

募
集
人
数　
３０
人
以
内

　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費�

３５
万
円
程
度

　
（
航
空
運
賃
・
宿
泊
費
ほ
か
）

※�

燃
油
・
為
替
な
ど
に
よ
り
変
動

あ
り
。
行
程
に
よ
っ
て
は
追
加

費
用
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

募
集
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
３１
日
㈪

申�

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

く
ら
し
・
相
談�

問
・
申
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

空
き
家
の
除
却
（
解
体
）
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
空
き
家
の
処
分
に
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
空
き
家
は
放
置
し
続
け

る
と
、
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
の
積

極
的
な
除
却
（
解
体
）
に
補
助
金

を
交
付
し
て
、
危
険
な
空
き
家
を

発
生
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

補
助
対
象
空
き
家

　

１
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、

使
用
す
る
予
定
の
な
い
空
き
家

（
専
用
住
宅
か
併
用
住
宅
）

補�
助
対
象
者

　
登
記
上
の
所
有
者
か
そ
の
相
続

人補
助
対
象
工
事

　
市
内
業
者
に
よ
る
、空
き
家（
附

属
屋
含
む
）
を
す
べ
て
解
体
し
更

地
に
す
る
５０
万
円
を
超
え
る
工
事

補�

助
金
額　
２０
万
円

対
象
外
と
な
る
場
合

・
家
財
道
具
の
処
分
費

・
既
に
解
体
、
着
手
し
た
工
事

募
集
期
間　
７
月
３
日
㈪
～

� 問総務課 防災庶務班　☎773・6660災害に備えて 防災コーナー
家の外の備え
・窓や雨戸はしっかりと閉めて、必要に応じて補強
・風で飛ばされそうな物は固定するか、家の中にしまう
※作業は雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう
家の中の備え
・�懐中電灯、ラジオ、飲食料品、常用薬、着替えなど
の非常用品の確認と準備

・�窓ガラスに飛散防止フィルムを貼るな
ど、万一の飛来物の飛び込みへの備え

非常時の備え　いつでも避難できるよ
うに、非常持ち出し品を用意

 台風による災害に備えましょう 
　台風が多く発生する時期になり、洪水や
土砂災害などの災害が発生する可能性が高
くなっています。台風が来る前に、あらか
じめ災害に備えましょう。
避難場所の確認など
　防災マップを活用して、避
難方法や避難所の位置、避難
経路、危険箇所を確認してお
きましょう。
　自宅が安全
な場合は、2
階への移動な
ども避難です。

防災マップ

防災情報の発信

LINE 防災メール

非常持ち出し品の例
・リュックサック
・飲料水、食料品
・マスク

・消毒液
・体温計
・懐中電灯
・常用薬

・�携帯電話（モバイル
バッテリー）
・ラジオ
・着替え、タオルなど
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ごみにしない! 3R推進コーナー
� 問廃棄物対策課　☎782・0339

家庭用電気式生ごみ処理機とは
　家庭用電気式生ごみ処理機は、季節を問わず利用できるため、ごみの減量に役立ちます。

家庭用電気式生ごみ処理機の購入費補助
　家庭から出る生ごみの減量化と資源化
を推進するため、購入費用の一部を補助
しています！

購入費補助制度利用者の声
・夏場にコバエの発生を抑制できた。
・�生ごみのかさが減ってとても良い。
　その効果に驚いた。
・購入後、ごみの分別意識が高まった。
※令和3年度補助金利用者アンケート結果（令和4年12月実施）から抜粋

・生ごみはすべて処理機を利用している� 56％
・処理機の動作音は気にならない���� 88％
・可燃ごみの廃棄量が減った������ 87％
・処理機を毎日利用している������ 62％

 購入費補助制度 
対�象者　市内に住所があり、電気式生ごみ処理
機を購入して生ごみの減量化・堆肥化を行う人

対象機種
　電気で生ごみを減量化・堆肥化する処理機
補�助金額　購入費の1／3以内（限度額2万円、
千円未満は切捨て、1世帯1台まで）
※�購入費には、配達料や別売りの付属品、工
事費などは含まない

受�付窓口　廃棄物対策課、総合窓口（本庁舎）、
大和・塩沢市民センター
※購入前の申請が必要です。ご注意ください

申請方法
①�受付窓口にある申請書（市ウェ
ブサイトからダウンロード可）
を記入のうえ、見積書の写し、
カタログ（仕様書）を添付して
申請してください。

②�市から交付決定通知書が届いた
ら、生ごみ処理機を購入してください。

③�購入後は、実績報告書に保証書と領収書の写し
を添付して受付窓口に提出してください。

④�市で実績報告書を確認後、指定の口座に補助金
を振り込みます。（おおむね1か月かかります）

電気式生ごみ処理機の種類と特徴

種類 乾燥式 バイオ式 ハイブリッド式

処理方法 ごみを温風などで乾燥処
理する

ごみを微生物によって分
解する

ごみをある程度乾燥させ
てから微生物で分解する

減量率 1／7 1／10 1／10

電気代 バイオ式と比べかかる 乾燥式と比べかからない 乾燥式とバイオ式の中間

メリット

・�省スペースで、室内向
け
・�臭いが少ない
・�虫が発生しない

・�堆肥を作る場合に向い
ている

・�静音性に優れる

・�乾燥式とバイオ式に比
べて、堆肥化する時間
が短い

デメリット

・�バイオ式とハイブリッ
ド式に比べて、堆肥化
に時間がかかる

・�乾燥式とハイブリッド
式に比べて、臭いが強
い

・�バイオチップが必要

・�乾燥式とバイオ式に比
べて、本体価格が高い

・�本体が比較的大きく、
スペースが必要

価格 2～8万円 2～9万円 6～12万円

※�この表は各メーカーの資料やウェブサイトをもとに分類したものです。機種の性能や価格など、
詳しくは各メーカーや販売店にご確認ください
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問
・
申
保
健
課

�
☎
７
７
３
・
６
８
１
１

専
門
医
に
よ
る

心
の
健
康
相
談
会

　
眠
れ
な
い
、
不
安
が
あ
る
、
仕

事
が
続
か
な
い
、
家
族
が
閉
じ
こ

も
り
・
ひ
き
こ
も
り
が
ち
、
お
酒

の
飲
み
方
が
心
配
、
物
忘
れ
が
気

に
な
る
な
ど
の
悩
み
の
相
談
に
、

心
の
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
家
族

の
相
談
も
で
き
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。

日
７
月
２５
日
㈫

　
午
後
２
時
～
４
時

会
大
和
公
民
館

〆
７
月
２０
日
㈭　
午
後
５
時

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

他�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

内�

家
庭
内
や
親
族
・
近
隣
間
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相

談
。
い
じ
め
や
あ
ら
ゆ
る
差
別

問
題
の
相
談
。

８
月
２
日
㈬

会�

湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
井
口
新
田
５
４
７

－

１２
〕

相
人
権
擁
護
委
員

８
月
５
日
㈯

会
市
民
会
館
２
階 

婦
人
会
館

　
和
室

相�

人
権
擁
護
委
員　

青
木 

智
子

〔
栄
町
〕、
水
澤 

稔
〔
麓
〕

共
通
事
項

時�
午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

内�

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
、
不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な

ど
の
法
律
問
題
の
相
談
。

日
７
月
２０
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
３０
分
）

〆
７
月
１９
日
㈬　
正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問
・
申
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と

猶
予
の
受
付
を
行
い
ま
す

　
令
和
５
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
６
，５
２
０
円
で
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
免

除
・
猶
予
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
全
額
免
除
」「
４
分
の
３
免

除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の
１
免

除
」、
５０
歳
未
満
に
限
り
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
納
付
猶
予
」
が
あ

り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
希
望
す

る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
申
請
後
に
申
請
者
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
、
扶
養
人
数
、
失
業
な
ど

の
理
由
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
免
除
・
猶
予
対
象
期
間

　
７
月
～
令
和
６
年
６
月

受
付
開
始
日　
７
月
３
日
㈪

申�

請
先　
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
六
日
町
年
金

事
務
所

問
新
潟
県 

産
業
労
働
部

　
し
ご
と
定
住
促
進
課

�

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
６
０

新
潟
県
勤
労
者

生
活
安
定
資
金
貸
付
金
制
度

　
低
利
で
生
活
資
金
な
ど
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
新
潟
県
労
働
金
庫
の
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内・�

自
己
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で

離
職
し
、 

求
職
活
動
中
か
職
業

訓
練
受
講
中
で
、
雇
用
保
険
失

業
給
付
を
受
け
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
の
生
活
資
金
（
雇

用
保
険
失
業
給
付
を
受
け
る
ま

で
の
つ
な
ぎ
資
金
な
ど
）

・�

求
職
者
が
公
共
職
業
訓
練
を
受

講
す
る
た
め
の
教
育
資
金

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
人

の
生
活
資
金

問
税
務
課 

市
民
税
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
８

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

の
新
た
な
交
通
ル
ー
ル
が

適
用
さ
れ
ま
す

　
７
月
１
日
㈯
か
ら
、
一
定
の
基

準
に
該
当
す
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
な
ど
は
、
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
と
し
て
新
し
い
交
通
ル
ー

ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
車
両
を
所
有
す
る
場
合
は
専

用
の
標
識
番
号
（
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
時
点
で
車
両
を
所
有

し
て
い
る
場
合
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
年
額
２
，０
０
０
円
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

申�

請
場
所

　
税
務
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー

申
請
に
必
要
な
も
の

　
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

�

他�

交
通
ル
ー
ル
な
ど
、
詳
し
く
は

警
察
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�
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� 問・申市民課 国保年金係　☎773・6661上手な医療のかかり方

問
市
民
課 
市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は

お
早
め
に

　
７
月
・
８
月
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。
パ

ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
、
受
付
日

か
ら
８
日
か
か
り
ま
す
。
早
め
の

申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
、
交
付
な
ど
の

時
間
外
・
日
曜
窓
口

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　
７
月
５
日
、
１２
日
、
１９
日
、
２６

日
、
８
月
２
日
、
９
日
、
１６
日
、

２３
日
、
３０
日

　
午
後
５
時
１５
分
～
７
時
３０
分

日
曜
窓
口

　
７
月
９
日
、
２３
日
、
８
月
６
日
、

２７
日　
午
前
８
時
３０
分
～
正
午

受
付
窓
口　
市
民
課

申�

受
付
専
用
電
話
（
☎
７
８
８
・

１
７
８
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

持・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
。
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
が
な
い
場

合
は
２
点
）

・�
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

・�
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

他・�

顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。

・�

交
付
は
、
原
則
３
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は

９
月
３０
日
㈯
で
す

対�

２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

※�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
は
、
９
月
末
よ
り

前
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

他�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
総
務
省
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
・
９

５
・
０
１
７
８
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

健
康
・
福
祉

問
・
申�

市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１ 

国
民
健
康
保
険
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
更
新
手
続
き
は

８
月
１
日
㈫
か
ら
受
付

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
で
、
引
き
続
き
必
要
な

人
は
、
８
月
中
に
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の
、
申
請
に
来
る
人
の
本

人
確
認
書
類

申�

請
先

　

市
民
課 

国
保
年
金
係
、

大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン

タ
ー

かかりつけ医・薬局を持ちましょう
　かかりつけ医は、病歴や体質の把握ができ
るため、より効果の高い治療ができます。健
康管理全般のアドバイスもしてくれるので、
日ごろから信頼関係を築くことが大切です。
薬局もかかりつけを決めておくと、薬の飲み
方など、適切な指導を受けることができます。

重複受診はやめましょう
　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、
検査・処置・投薬などをやり直すため、余分
に医療費や時間がかかります。
　また、投薬の重複で副作用が現れることが
あります。気になることは、かかりつけ医に
相談しましょう。

年に一度は健康診断を受けましょう
　住民健診や人間ドックを毎年受けることで病気を早
期に発見し、早期治療や医療費の削減につながります。

ジェネリック医薬品を利用しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発
医薬品）と同一の有効成分を含み、効き目や安全性が
同等であると国から認められた安価な薬です。処方の
希望を伝えやすいよう「ジェネリック医薬品希望シー
ル」を保険証更新時に同封しますのでご活用ください。
　市ではジェネリック医薬品推進のため、一定の条件
を満たした人に、ジェネリック
医薬品差額通知を年３回（７
月・11月・３月）通知してい
ます。
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問
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

�
☎
７
７
３
・
６
６
７
５

認
知
症
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　
日
常
の
中
に
あ
る
認
知
症
や
物

忘
れ
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
川
柳

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
川
柳
は
、
市

が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活

用
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
認
知
症
や
物
忘
れ
に
ま
つ
わ
る

出
来
事
を
含
む
五
・
七
・
五
の
句

資
市
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
８
月
１
日
㈫

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
応
募
用
紙
は
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
電
話
で
の
応
募
も
受
け
付
け

ま
す
。

入
賞
賞
品

・
大
賞

　
図
書
カ
ー
ド�

３
，０
０
０
円

・
佳
作

　
図
書
カ
ー
ド�

２
，０
０
０
円

・
参
加
賞�

粗
品

他�

入
賞
作
品
は
、
９
月
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
月
間
に
南
魚
沼
市
図

書
館
で
掲
示
し
ま
す
。

問
・
申
介
護
保
険
課

　
介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５ 

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

　
低
所
得
で
生
活
が
困
難
な
人
に

対
し
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
提

供
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
軽
減
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護

保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対�

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯

の
年
間
収
入
、
預
貯
金
、
扶
養

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
、
生
計

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

軽
減
割
合

・�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
、
食
費
、
居
住
費
・
滞

在
費
の
２５
％

・�

生
活
保
護
の
受
給
者
は
居
住

費
・
滞
在
費
の
１
０
０
％

対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・�

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

※�

総
合
事
業
（
従
前
相
当
の
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
）・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

対
象
の
社
会
福
祉
法
人
な
ど

・�

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
訪
問
介
護
事
業
所
）

・�

南
魚
沼
福
祉
会
（
み
な
み
園
、

ま
い
こ
園
、
ゆ
の
さ
と
園
、
つ

む
ぎ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

な
ど
）

・
石
打
福
祉
会
（
百
花
園
）

・�

若
葉
会
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
き

つ
ば
き
）

・�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
（
八
色
園
）

・�

苗
場
福
祉
会
（
こ
こ
ろ
の
杜
、

健
康
倶
楽
部
つ
ど
い
な
ど
）

・�

曙
会
（
坂
戸
楽
生
園
）

・�

八
海
福
祉
会
（
雪
椿
の
里
）

・�

桐
鈴
会
（
鈴
懸
お
は
よ
う
ヘ
ル

プ
）

問
・
申
福
祉
課�
障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３ 

障
が
い
者
の
た
め
の

医
療
費
助
成
制
度

自
立
支
援
医
療
費
（
更
生
医
療
）

　
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
、
社

会
経
済
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図

る
た
め
、
障
が
い
の
除
去
か
、
軽

減
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
公

費
で
負
担
し
ま
す
。

対�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
１８
歳
以
上
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　
医
師
の
意
見
書
（
指
定
様
式
）、

身
体
障
害
者
手
帳
、
保
険
証
、
申

請
書
な
ど

自
立
支
援
医
療
費
（
育
成
医
療
）

　
身
体
障
が
い
児
な
ど
の
日
常
生

活
能
力
の
回
復
向
上
を
図
る
た
め
、

手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て
確
実

に
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
対

し
て
、
障
が
い
の
除
去
か
、
軽
減

に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
公
費

で
負
担
し
ま
す
。

対�

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
か
、
現

存
す
る
疾
患
を
放
置
す
る
と
将

来
障
が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ

る
１８
歳
未
満
の
児
童

申
請
に
必
要
な
も
の

　
医
師
の
意
見
書
（
指
定
様
式
）、

保
険
証
、
申
請
書
な
ど

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
医

療
）

　
精
神
障
が
い
の
た
め
、
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
人
に
、
医
療

費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

対�

通
院
に
よ
る
治
療
が
継
続
的
に

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　
医
師
の
診
断
書
（
指
定
様
式
）、

保
険
証
、
申
請
書
な
ど

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
県
障
）

　
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担

分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。）

申
請
に
必
要
な
も
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
、
保

険
証

精
神
障
が
い
者
へ
の
入
院
医
療
費

助
成

　
精
神
疾
患
に
よ
り
入
院
し
て
医

療
費
を
支
払
っ
た
人
に
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
精
神

疾
患
を
支
給
事
由
と
す
る
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外

・
生
活
保
護
世
帯

・�

一
定
の
所
得
額
を
超
え
る
世
帯

・�

県
障
の
受
給
者
の
う
ち
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る

申
請
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
年
金
証
書
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問
新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉

保
健
総
務
課 

援
護
恩
給
室

�

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
０

令
和
５
年
度�

慰
霊
巡
拝
事
業

　
旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
厚
生
労

働
省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

遺
族
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

実
施
地
域　

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
東
方
地
方
（
旧
満
州
地
区
全

域
）、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ

ヤ
ー
ト
共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
北
ボ
ル

ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
イ
ン

ド
、
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

実
施
予
定
時
期　
８
月
下
旬
～

　
令
和
６
年
３
月
中
旬

子
育
て
・
教
育�

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
保
護
者
や
、
発
達
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
の
保
護
者
の
情
報

交
換
や
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
保
育
士
に
子
ど
も
を
預
け
て

参
加
で
き
ま
す
。

日
７
月
１８
日
㈫

　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

内�
講
話
「
小
学
校
入
学
に
向
け
て

～
就
学
先
を
決
め
る
ま
で
の
流

れ
と
支
援
に
つ
い
て
～
」

講
学
校
教
育
課

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
学
校
教
育
課

�

☎
７
７
３
・
６
７
０
０

小
学
６
年
生
対
象

「
土
曜
学
習
」�指
導
者
の
募
集

　
市
で
は
「
土
曜
日
を
有
意
義
に

過
ご
せ
る
よ
う
学
習
の
場
を
提
供

す
る
」「
地
域
人
材
を
指
導
者
と

し
て
算
数
の
学
力
向
上
を
め
ざ

す
」
を
目
的
に
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
と
し
た
「
土
曜
学
習
」
の

実
施
を
計
画
し
、
指
導
を
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

期�

８
月
２６
日
～
１０
月
１４
日
の
土
曜

日
（
全
６
回
）

会�

塩
沢
公
民
館
、
本
庁
舎
、
城
内

開
発
セ
ン
タ
ー
、
大

和
公
民
館
（
９
月
２

日
は
大
和
庁
舎
）
の

４
か
所

指
導
内
容

　
小
学
６
年
生
の
算
数

申�

学
校
教
育
課
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
日
程
や
学
習

の
様
子
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

� 問・申子育て支援課 子育て応援係
� ☎773・6822

� 問学校教育課　☎773・6700

高校生・大学生などの保護者への給付金

イングリッシュ・ビレッジ、
インターナショナル・ビレッジ
参加者募集

　高校や大学などの高等教育を受けている学生
を育てる父母などに、物価高騰による影響を見
舞い、次代を担う学生の育成を応援するため給
付金を支給します。
支給額　扶養する学生1人当たり　30,000円
給付の対象者
　次の要件をすべて満たす父母など
・�平成5年4月2日～平成20年4月1日に生ま
れた学生を扶養している
・�令和5年1月1日～申請日に継続して市に住
民登録されている

学生の要件
　学校教育法に定める高等学校、中等教育学校、
特別支援学校、大学、短期大学、高等専門学校、
専修学校、各種学校に在学する学生。
※�身分が公務員となる特定の大学校（防衛大
学校、税務大学校など）や、企業に在籍する
社会人学生は対象外

申請に必要なもの
・支給申請書　　・学生の健康保険証の写し
・学生証の写し　・保護者名義の預金通帳など
※その他の書類が必要となる場合あり
申請期間　令和6年2月29日㈭まで

イングリッシュ・ビレッジ（中学生）
日 7月28日㈮　会ふれ愛支援センター
対市内の中学生　費無料
定 40人程度（定員を超えた場合は抽選）
内�留学生やALTとの英語によるワークショップ
インターナショナル・ビレッジ（小学校高学年）
日 8月18日㈮　会国際大学
対市内小学5・6年生　費無料
定 30人程度（定員を超えた場合は抽選）
内�留学生との交流活動
共通事項
申�各学校、学校教育課で配布する申込書を提
出してください。（市外の学校に通学して
いる児童生徒は、学校教育課に申し込み）

〆 7月14日㈮
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼
7月の休館日

3日㈪、10日㈪、19日㈬

　夏休みを利用して「水慣れとクロールの基本」の、
短期集中レッスンを行います。（2コース以上の参加可）
期7月24日㈪～28日㈮（全5回）
　Aコース 17：05～17：55、Bコース 18：05～18：55
　7月31日㈪～8月4日㈮（全5回）
　Cコース 17：05～17：55、Dコース 18：05～18：55

 ③ スラックライン講習会�
　やってみたいけどやり方がわからない人など、まず
は講習会で体験してみませんか。大人も子どもも大歓
迎です。
日７月５日㈬　17：30～18：30（雨天中止）
対�だれでも（未就学児の場合は、保護者の付き添いが
必要）
定 10人（先着順）
費会員：初回無料�（2回目以降200円）、一般：200円
※別途、施設利用料100円が必要（定期券可）
持運動着、運動靴、タオル、飲み物

対クロールで25メートル泳げない小学生　
定各コース50人（先着順）
費 1コースにつき会員：2,000円、一般：2,500円
※別途、プール利用料が必要
受付開始　7月4日㈫　9：00～

 ④ トレーニングマシン使用法講習会�
　油圧マシンを使った全身運動をしてみませんか。マ
シンはだれでも簡単に利用できます。
日７月16日㈰　12：00～13：30
対中学生以上　定６人（先着順）
費会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

③・④ 共通事項
申ディスポート南魚沼（電話申し込み可）

 ① 初心者 夏期短期水泳教室（5日間集中レッスン）�

 スポパラ20周年企画�
「スポパラ体育の日」
　毎月第１土曜日にディスポートで運動すると、南魚沼健康ポイントが10ポイント！
「スポパラサマーナンバーズ」
　会員ナンバーで抽選を行い、当選者にすてきなプレゼント！
※当選番号は館内掲示やディスポートウェブサイトなどで発表します

①・② 共通事項　
申ディスポートに設置の申込書を記入し料金を添えてフロントにお申し込みください。（電話での受付不可）　
他保険料は、年会費・受講料に含まれています（当該教室時のみ有効）

 ② 第2期 陸教室 参加者募集�

教室名／全10回 開催曜日・時間 受講料 受付開始会員新規 会員再受講 一般
リズム体操

火
13：00～14：00 無料 3,000円 4,500円

7月24日㈪

ステップフィットネス 19：00～20：00スポーツチャンバラ（全15回） 4,500円 6,750円
ディスコステップ 水 13：00～14：00 無料 3,000円 4,500円

ベビーマッサージ（全5回）

木

10：30～12：00 1,000円 3,000円 4,500円
別途、教材費500円

らくらく青竹 13：00～14：00
無料 3,000円

4,500円

リラックスヨガ 14：30～15：30

楽しいキッズダンス 17：30～18：30 保護者会員の場合、新規
1,000円

ボディメイキング

金

10：00～10：50

無料 3,000円フラダンス 11：00～12：00
ゆるビクス 13：00～14：00
パワーヨガ 19：00～20：00
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図 書 館
問 �・申南魚沼市図書館
� ☎773・6677

南魚沼市　㊊～㊎ 9：30～20：00（㊏㊐㊗ 19：00まで）
　　　　　休館 6日㈭、20日㈭
大和 　☎777・4671　㊋～㊐㊗ 9：00～19：00� 休館 3日㈪、10日㈪
塩沢 　☎782・0100　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）

7月の
開館
日時

テーマ展示
　「夏を元気に過ごそう」「アウトドアを楽しもう」
「海の日」「夏休みの自由研究に役立つ本」など。

読書のつどい �
日 7月15日㈯　10：30～11：00、11：15～11：45
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
テ�ーマ「なつ」　内ブラックシアター「おばけなんて
ないさ」など　定 50人（先着順）　

プラチナ企画 DVD上映会 �
カールさんとティーナさんの古民家村だより
～はじまりの夏～
日 7月13日㈭　10：00～11：29（89分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者
定 50人（先着順）

DVD上映会
えいごであそぼ 
with Orton MY NEW FRIENDS 2021-2022
日 7月 29日㈯　10：30～11：39（69分）　
会図書館 多目的室　対子ども・一般
定 50人（先着順）

おはなしのじかん
日 7月2日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者ほか

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内�パネルシアター「いないいないばあ」など乳幼児向
けの絵本の読みきかせ

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
　あつい夏に負けない!
　自分だけのオリジナルうちわをつくろう
日 7月28日㈮　10：00～11：30
会大和公民館 1階和室　対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など

おはなし会＆工作
　やってみよう!「バルーン・アート」
日 7月22日㈯　10：30～11：40
会図書館 多目的室　対小学生・保護者　
費無料　内おはなし会、バルーン・アート作り
定小学生20人と保護者（先着順）

巡回図書をご利用ください
・大和図書室　6月15日㈭に200冊入れ替えました。
・塩沢図書室　7月20日㈭に入れ替え予定です。

MSGカフェ
日 7月11日㈫　10：00～10：50
　7月18日㈫　10：00～10：50

新着図書の一部を紹介　※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます
《よみもの》
・香港警察東京分室� 月村 了衛
・検察特捜 レディライオン� 中嶋 博行
・街とその不確かな壁� 村上 春樹
・最後の祈り� 薬丸 岳
・暮らしの歳時記365日� 俳句αあるふぁ編集部
・コロナ漂流録� 海堂 尊
・夜空に浮かぶ欠けた月たち� 窪 美澄
・それでも旅に出るカフェ� 近藤 史恵
・華ざかりの三重奏� 坂井 希久子
・白蕾記� 佐藤 雫
・はるか、ブレーメン� 重松 清
・ペニー・レイン 東京バンドワゴン〔18〕� 小路 幸也
・藩邸差配役日日控� 砂原 浩太朗
・赤い月の香り� 千早 茜
・いのちの十字路� 南 杏子
・ぼんぼん彩句� 宮部 みゆき
・ある犬の飼い主の一日� サンダー・コラールト

《その他》
・大地の芸術祭2022 越後妻有� 北川 フラム
・泣きたい日の人生相談� 岸見 一郎
・�デジタル時代にだまされないための18歳からの
「契約」超入門� 遠藤 研一郎
・SDGsアイデア大全� 竹内 謙礼
・図解わかる税金 2023－2024年版� 芥川 靖彦
・図解わかる年金 2023－2024年版� 中尾 幸村
・新散歩の花図鑑� 岩槻 秀明
・絶滅危惧昆虫図鑑� レヴォン・ビス
・家族のためのはじめての認知症ガイド� 松永 慎史
・�思春期デコボコ相談室 母娘でラクになる30の処方
箋� 大下 隆司
・�健康長寿の人が毎日やっている歯にいいこと�
� 秋本 昌弘
・�みんなの節電生活 省エネのプロが教える� 木村 俊雄
・子どもと一緒に覚えたい野菜の名前� 稲垣 栄洋
・60歳を過ぎたら絶対観たい映画43� 小川 政弘
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文化施設

今泉記念館アートステーション

☎783・4500　Ｆ783・3388
費一般500円／小中高250円

開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
7月は毎日開館します

池田記念美術館

☎780・4080　Ｆ777・3815　
費一般500円／高校生以下無料

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
7月の休館 毎週水曜日、１0日㈪～14日㈮

トミオカホワイト美術館

☎775・3646　Ｆ775・3650
費一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
7月の休館 毎週水曜日、20日㈭、21日㈮

南魚沼市民会館

☎773・5500　Ｆ772・8161

受付 8：30～17：15
7月の休館 毎週月曜日（17日を除く）、�18日㈫

鈴木牧之記念館

☎・Ｆ782・9860
費大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 9：00～16：30
7月の休館 毎週火曜日

 ミニ企画展� � 「北越雪譜の物語りPart 2」� 
期7月26日㈬～8月28日㈪
　真冬の幽霊、吹雪で命をおとす、
漁夫の溺死など『北越雪譜』の話
を紹介します。
※会期中、市民は観覧無料
 夏休みナットク体験「藍染め・織物体験」�
日 8月5日㈯・6日㈰
　越後上布糸作り（苧

お

引
び

き）実演もあります。詳しく
は、お問合せください。

 特別展 田中コレクションに見る「棟方志功の世界」�� ～棟方志功生誕120周年記念 全収蔵作品144点一挙公開～�
期 11月5日㈰まで
　棟方志功生誕120周年を記念して、当館所蔵の棟
方志功作品を特別大公開。棟方志功の代表作「二菩薩
釈迦十大弟子」をはじめ、板画・倭画併せて144点
すべての作品が登場します。同じ版木でも裏彩色によ
り印象が大きく変わる作品や、書も展示。
　当館の棟方志功作品は人気の高い美人画を中心とし
たコレクションであり、故田中政之氏（1948～1992
年、六日町出身）が熱意を持って収集され、後に南魚
沼市に寄贈された作品です。

 日本版画協会《八色の森》巡回展�
期 7月9日㈰まで
　日本を代表する版画家が結集し、現代版画の発展に
貢献する日本版画協会の会員巡回展。第89回版画展
に出品された中から厳選された作品87点を紹介しま
す。また、「第22回はんが甲子園」の受賞作品も合同
展示します。

 奥村愛　ヴァイオリン・カルッテト�
　国内屈指のヴァイオリニストたちが一堂に会し、極
上のアンサンブルをお届けします。
日 7月23日㈰
　開場13：30（開演14：00）
会市民会館 大ホール　
チケット　販売中、全席自由
・一般2,000円
　（当日2,500円）
・高校生以下500円
　（当日1,000円）
※未就学児は、入場不可
 ～音楽の魅力を余すことなくお届けします～�� 電子オルガンの魅力�
　髙橋マサエ様（髙千代
酒造株式会社 取締役会
長）の寄贈で市民会館に
設置された、日本に数台
しかない電子オルガンの
魅力を橘光一さんの演奏とトークでお届けします。電
子オルガンを弾くことができる体験コーナーもあります。
日７月29日㈯　1回目 10：00～11：30
　2回目 14：00～15：30
会市民会館 多目的ホール　定各回50人（要整理券）
費無料　※整理券は7月1日㈯から市民会館で配布

 富岡惣一郎「白の軌跡」�
期 7月18日㈫まで
　ダイナミックに描かれた信濃川や銀山湖を展示中。
トミオカホワイトの世界をご覧ください。
 富岡惣一郎「雪に魅せられて」�
期 7月22日㈯～11月27日㈪
 「上村 均 作品展」�
期 7月1日㈯ 10：30～15日㈯ 16：30
　上村 均さん（市内在住）のぬりえ作品などを展示。
会ギャラリー　費観覧無料
 「第2回 たえこおばあちゃんの自主学習ノート展」�
期 7月17日（月・祝）13：00～7月30日㈰
　来年90歳を迎えるおばあちゃんが、8年間の在宅
介護生活の中で続けた自主学習、その成果を展示。
会ギャラリー　費観覧無料

市民無料の日：8日㈯、18日㈫、28日㈮

塚山嶺雪吹図（部分）
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� 問・申企画政策課 企画班　☎773・6672南魚沼市結婚活動支援補助金

掲
示
板

問
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

　
総
務
課 

専
門
職
員

�

☎
０
２
５
８
・
３
４
・
９
３
１
７

�

Ｆ
０
２
５
８
・
３
４
・
９
７
０
０

koho@
nagaoka-ct.ac.jp

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
３

日
８
月
１１
日（
金
・
祝
）、
１２
日
㈯

会
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

　
〔
長
岡
市
西
片
貝
町
８
８
８
〕

対
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

内�

体
験
学
習
や
校
内
・
寮
見
学
な

ど
受�

付
期
間

　
７
月
１１
日
㈫　
正
午
～
１３
日
㈭　

午
後
１
時
（
申
込
み
専
用
ウ
ェ
ブ

シ
ス
テ
ム
で
先
着
順
で
受
付
）

※�

申
し
込
み
は
事
前
登
録
が
必
要
。

詳
し
く
は
、
長
岡
高
専
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
議
会
事
務
局

�

☎
７
７
３
・
６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

６
月
定
例
会
【
一
般
質
問
】

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
６
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放�
送
予
定
議
員
（
質
問
順
位
、
敬

称
略
、�７
月
７
日
㈮
か
ら
予
定
）

塩
川
裕
紀
、
目
黒
哲
也

黒
岩
揺
光
、
吉
田
光
利

寺
口
友
彦
、
永
井
拓
三

中
沢
道
夫
、
中
沢
一
博

佐
藤
剛
、
梅
沢
道
男

牧
野
晶
、
桑
原
圭
美

大
平
剛
、
清
塚
武
敏

田
中
せ
つ
子
、
関
常
幸

川
辺
き
の
い
、
勝
又
貞
夫

公益財団法人新潟県市町村振興協会

　新潟県が実施する「ハートマッチにいがた」
に入会登録する費用、更新費用を補助します。
対（すべてに該当）
・市に住民登録をしている
・20歳以上の独身である
・市税などの滞納がない
支�給額
　入会登録に相当する経費か11,000円のいず
れか低い金額
受付期間　7月3日㈪～

申請窓口　企画政策課
必要書類
・申請書（申請窓口に用意）
・身分証明書
・�ハートマッチにいがたの利
用に係る経費がわかる書類
の写し

・�補助金の振込口座がわかる書類の写し
※�補助要件など、詳しくはお問い合わせくだ
さい

� 問・申U＆Iときめき課　☎773・6659南魚沼市結婚新生活支援事業補助金
　市では、結婚後の経済的不安の軽減を図るた
め、結婚に伴う新生活に係る費用（住宅取得費、
リフォーム費、住宅賃借費、引越費）を支援し
ます。
対（すべてに該当）
・�令和5年3月1日以降に結婚した夫婦で市内
に住所を有している
・�婚姻日の年齢が夫婦ともに39歳以下である
・�令和5年4月1日以降に結婚に伴う新生活に
係る費用（住宅取得費、リフォーム費、住宅
賃借費、引越費）を支払っている
・�市税などの滞納がない

支給額
・�夫婦ともに39歳以下の場合：30万円
・�夫婦ともに29歳以下の場合：60万円
受付期間　7月3日㈪～
申請窓口　U&Iときめき課
必要書類
・�申請書、誓約書（申請窓口に用意）
・�戸籍謄本か婚姻届受理証明書
・�夫婦双方の住民票、所得証明書、納税証明書、
その他補助区分に応じた書類

※�補助要件など、詳しくはお問い合わせくだ
さい
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南魚沼市地域おこし協力隊日記

【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

地域おこし協力隊
の活動や、地域の
情報を紹介します。

浦佐のフットパス

　浦佐地区では「浦佐のフットパス」
という事業を展開しています。聞きな
れない言葉かと思いますが「フットパ
ス」は“歩くことを楽しむ”ウォーキ
ングレジャーで、観光地化された場所
ではなく、普段の生活やありのままの
自然を見て楽しむことが重要です。
　現在、フットパスのコースは「旧三
国街道コース」と「西山旧市街コー
ス」の2つを公開しています。旧三国
街道コースは後半に軽い山歩きをする
場所もあり、八海山などの越後三山の
景色も楽しむことができます。

問
新
潟
県
総
務
部 

統
計
課

　
生
活
統
計
班

�

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
１
８

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
行
い
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現

在
で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇

用
す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一

般
公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃

金
や
労
働
時
間
、
雇
用
の
状
況
を

調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
デ
ー
タ

は
、
統
計
作
成
の
み
に
使
用
し
ま

す
。

　
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査

員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
７
月
下
旬
～
８
月
下
旬

対
市
内
の
一
部
地
域

問
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
思
い
や
り�

�

ク
ー
ル
に
ゆ
ず
る　
夏
の
道
」

　

７
月
２２
日
㈯
～
３１
日
㈪
に
、

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・�

横
断
歩
行
者
等
の
交
通
事
故
防

止
～
渡
る
よ
サ
イ
ン
の
活
用
～

・
疲
労
運
転
の
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
指
導
所
の
開
設

　
啓
発
活
動
と
し
て
、
南
魚
沼
警

察
署
と
交
通
安
全
協
会
の
協
力
で

交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
７
月
２４
日
㈪　
午
前
１０
時
～

会�

国
道
１７
号 

塩
沢
道
路
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
が
最
優

先
で
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
、

み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夏
場
は
暑
さ
で

疲
労
が
蓄
積
し
や
す
く
、
居
眠
り

運
転
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

 

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す 

　
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
様
か
ら
令
和
４
年
度
の

「
南
魚
沼
の
お
い
し
い
湧
き

水
」
販
売
に
伴
う
売
上
金
の

一
部
と
し
て
、
５
，０
７
６
，

１
５
４
円
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

坂本さん

　5月8日㈪には、冬の間に雪で崩れた斜面の整備や、手す
り用のロープの張り直しを実施しました。
　フットパスは、その地域のローカルな文化や自然を知るこ
とができるため、地域コミュニティの活性化にもつながると
いわれています。じっくりと地元の魅力の再発見のために、
歩いてみてはいかがでしょうか。

三国街道コース後半の景色山歩き道の中

ロープ張りの様子斜面の整備の様子
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文
化
施
設

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座
・
募
集

掲
示
板



�News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

インターナショナル・フェスティバル2023が開催されました5月27日㈯
　国際大学の構内で、世界各国の文化に触
れることのできる国際大学の学園祭「イン
ターナショナル・フェスティバル2023」
が開催されました。
　野外特設会場では学生が作った自国の郷
土料理や飲み物などの模擬店が並び、各国
の料理を楽しむ人たちでにぎわいました。
体育館内のステージでは、民族衣装を身に
まとった学生などが伝統舞踊や歌などを披
露しました。
　普段なかなか見ることができない国際色
豊かなイベントに訪れた人たちは、貴重な
機会を楽しんでいました。

第14回 南魚沼グルメマラソンが開催されました5月28日㈰
　八色の森公園を主会場に、第14回南魚
沼グルメマラソンが開催され、約2,900人
のランナーが「いただきます」の掛け声と
ともに駆け出しました。マラソン日和の中
で水田や川沿いなど、南魚沼の自然の中を
走り抜けました。
　走り終わった参加者たちは、4年ぶりに
開催となったグルメ村で炊き立ての南魚沼
産コシヒカリを受け取り、地元のグルメと
ともに堪能しながら、ゲストたちによる
トークショーやライブなどを楽しみました。

栃窪小学校の児童が苧
ちょ

麻
ま

畑の焼き畑とネット張りを実施しました6月5日㈪
　栃窪にある苧麻畑で、焼き畑とネット張
りを行いました。この畑は越後上布技術保
存協会が越後上布の原料となる苧麻のこと
を知るために栽培しているものです。
　越後上布技術保存協会の指導のもと、毎
年、栃窪小学校の児童が作業の手伝いをし
ています。児童は、乾燥させたカヤを畑へ
敷く作業や点火、燃え終わった後に水で完
全に火を消す作業などを一生懸命に行って
いました。
　焼き畑は苧麻の成長をそろえ、灰が肥料
になる効果もあります。ネット張りは風な
どで苧麻が傷つかないようにするために設置しています。
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さ
れ
、
給
水
を
再
開
。
こ
の
間
に
は
多
く
の
み

な
さ
ん
が
給
水
車
に
並
ば
れ
、
店
頭
で
は
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
底
を
尽
き
、
買
え
な
か
っ

た
み
な
さ
ん
も
。
多
く
の
お
叱
り
を
受
け
、
公

式
に
陳
謝
を
し
ま
し
た
が
、
私
は
「
何
事
も
な

く
本
当
に
安
堵
し
た
」
と
い
う
の
が
本
音
で
し

た
。
課
題
は
残
り
ま
し
た
。

　
１
番
の
課
題
は
、
情
報
を
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
。
サ
イ
レ
ン
柱
の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
広
報
車

を
も
っ
と
、
な
ど
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
れ
も
有
効
性
に
は
限
界
が
あ
る
。

現
在
、
最
も
有
効
な
の
は
、
今
や
ほ
と
ん
ど
の

人
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話
と
ラ
ジ
オ
で
す
。
携

帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
放
送
も
聞

け
ま
す
。「
防
災
メ
ー
ル
・
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
の

お
願
い
」
を
こ
の
市
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
た
っ
て
の
願
い
で
す
。
必
ず
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
高
齢
者
な
ど
周
囲
で
登
録
困
難
な

人
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
助
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
の
緊
急
情
報
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

と
ラ
ジ
オ
、防
災
メ
ー
ル
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
発
信

し
ま
す
。
こ
の
度
の
反
省
を
次
に
い
か
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
台
風
・
大
雨
の

シ
ー
ズ
ン
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

防
災
メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
は
、
１２

ペ
ー
ジ
の
「
防
災
コ
ー
ナ
ー
」
の
Ｑ
Ｒ
か
ら

も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

反
省
を
い
か
し
た
い

　
畔
地
浄
水
場
の
運
転
開
始
以
来
、
３０
年
の
間

で
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。「
水
質
異
常
の
疑

い
」
か
ら
運
転
停
止
に
踏
み
切
っ
た
先
月
の
事

案
。
安
全
・
安
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
道

水
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
不
安
や
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
月
５
日
㈪
夕
方
、
水
質
検
知
用
水
槽
内
の

ウ
グ
イ
９
匹
が
す
べ
て
死
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

直
ち
に
運
転
を
停
止
。
現
場
か
ら
の
一
報
に
接

し
、
私
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
水
源
へ
の
毒
物

投
入
な
ど
の
最
悪
想
定
で
し
た
。
検
査
機
関
に

水
質
検
査
や
魚
の
死
因
な
ど
、
原
因
解
明
を
直

ち
に
依
頼
。（
今
後
、
調
査
の
詳
細
な
ど
は
ご

報
告
い
た
し
ま
す
）

　
非
常
用
水
源
井
戸
に
よ
る
補
水
は
功
を
奏
し

ま
し
た
が
、
市
内
の
一
部
地
域
に
断
水
が
あ
り

え
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ト
イ
レ
水
や
入
浴
な
ど

に
も
大
変
な
不
便
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
生
活
用
水
」
確
保
を
重
視
し
た
給
水
、
し
か

し
飲
料
は
不
可
（
検
査
結
果
が
確
定
す
る
ま

で
）
と
い
う
苦
渋
の
判
断
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
に
県
広
域
応
援
で
４
市
か
ら
給

水
車
が
当
地
に
。
検
査
の
結
果
次
第
で
は
自
衛

隊
の
出
動
要
請
ま
で
覚
悟
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

６
月
６
日
㈫
夕
方
、
水
質
検
査
の
結
果
が
知
ら

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙

市民の動き　令和5年5月末日現在　（　）は対前月比
●人口 53,622人（－3）／男 26,248人（－10）　女 27,374人（＋7）　●世帯数 20,317戸（＋22）

私の国はこんなところ 　エジプトは4大文明の発祥地の1つとして、長い歴
史と豊かな文化をもつ国です。壮大で美しい見どころ

がたくさんあります。世界で最も有名な古代遺跡であるギザの三大ピラミッドや
守護神スフィンクス、エジプトで最大規模の遺跡群にあるルクソール神殿やカル
ナック神殿、王家の谷や王妃の谷などが有名です。紅海や地中海のきれいなビー
チを楽しむこともできます。また、ぜひエジプト料理をお試しください。ナイル
川のもたらす恩恵を受けて栽培されたトマトや豆などの農作物、穀物をふんだん
に使った料理が多いのが特徴です。国民食のコシャリ（米、パスタ、豆を混ぜた

もの）、フルメダメ（豆料理）、コフタ（肉料理）などがおいしいですよ。

南魚沼市に住んで感じたこと 　南魚沼は自然豊かで景観が美しいところが
好きです。特に秋の季節が気に入っていま

す。木々の色とりどりの紅葉は、とてもきれいです。また、雪祭りや夏祭り、
花火大会など、地元のお祭りやイベントも大好きです。地元の人たちが温かく
受け入れてくれるおかげで、楽しく過ごしています。

シリーズ

第123回
国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
エジプト・アラブ共和国 　ムハマッド サミシュ ムハマッド ラビ さん

　大和中学校と六日町小学校で、電子黒板や
タブレット端末を活用した授業を取材しまし
た。先生が事前に準備した教材を電子黒板、

タブレット端末で共有するなど授業ごとに工夫していま
した。児童生徒は自分の使い方で工夫し、楽しみながら
ICT機器を使いこなす姿が見られました。

今月の
表紙

　7月には市内各地域でお祭りが開催され
ます。大人になってもワクワクします。久
しぶりの通常開催で露店も並びにぎわいが

戻ってきます。この時期の心配は、お天気です。
お祭り前に梅雨明けするといいですね。（M.H）

編集
後記


